
憧れの梨農家へ（焼津市）

◼ 就農したきっかけ
子供の頃から作物を作ることに憧れがあったことから、農業を学ぶため大学は農学部に進学し、卒業研究では好物である梨を選択しました。大学
卒業後は一度JAに就職しましたが、焼津市の離農予定者からその方の梨園を継ぐことを前提に就農を勧められたため、会社を退職し就農を決意し
ました。その後、2020年４月から約１年半の研修を受け、第三者承継を行ったのち「浅田梨園」を開業しました。

◼ 活用した支援策等
日本政策金融公庫の「青年等就農資金」の融資を受けているほか、焼津市の単独事業である「新規就農サポート事業補助金」を活用しました。ま
た、研修期間中は、自己資金の他、副業であるフォトグラファーの収入により生計を立てていました。

◼ 工夫していること
近年の資材高騰への対策と環境負荷低減への配慮を鑑み、魚粉を使用するなど化学肥料の低減を目指しています。

◼ 今後取り組みたいこと
今年は栽培面積を約96ａまで増やす予定で、最終的には２haを目標としています。現在は自分と母親の２人で作業を行っていますが、栽培面積
を増やすにあたって労働力を確保するため、法人化も視野に入れながら近隣の障害者支援施設との連携を図っていきたいと思っています。この地
域でも高齢化により生産者が減少しているため、自分が先頭に立って梨の産地を発展させていきたいです。

お名前 浅田 侑也さん（30歳）
（浅田梨園）

就農した年月 2022年１月（就農２年目）

栽培品目 梨（豊水・幸水など）、米

栽培面積 梨：55ａ 米：1.4ha

販路 直売所、ECサイト

働き手 本人・母

フォトグラファー
としても活躍中！

R5.12.20訪問

（写真提供）
浅田 侑也さん
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